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石
島
紀
之
・
久
保
亨
編
『
重
慶
国
民
政
府
史
の
研
究
」

第
三
章

本
書
は
、
「
抗
日
戦
争
期
の
重
慶
国
民
政
府
と

そ
の
統
治
地
域
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
社
会
・

文
化
、
お
よ
び
国
民
政
府
の
外
交
に
つ
い
て
包
括

的
に
検
討
し
、
中
国
近
代
史
に
お
け
る
大
き
な
転

換
点
で
あ
っ
た
抗
日
戦
争
期
の
歴
史
的
意
味
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
」
（
総
論
）
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
二

0
0
一
年
春
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
中

国
現
代
史
研
究
会
（
関
東
）
を
中
心
と
す
る
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
。
最
初
に
本
書
の
構
成
を
掲
げ

て
お
く
。

総
論
重
慶
国
民
政
府
論
（
石
島
紀
之
）

第
一
部
政
治
過
程

第
一
章
国
防
最
高
委
員
会
の
組
織
と
そ
の

政
治
実
態
（
劉
維
開
）

戦
時
行
政
改
革
と
党
政
工
作
考
核

委
員
会
（
味
岡
徹
）

抗
戦
時
期
国
民
参
政
会
の
研
究

（
周
勇
）

第
二
章

書

評

第
四
章

第
三
章

抗
戦
時
期
の
国
共
関
係
と
国
共
交

渉
（
井
上
久
士
）

劉
文
輝
の
西
康
省
経
営
と
蒋
介

石
ー
大
後
方
に
お
け
る
統
一
戦
線

の
一
側
面
（
今
井
駿
）

中
国
抗
日
戦
略
と
対
米
「
国
民
外

交
工
作
」
（
土
田
哲
夫
）

第
七
章
「
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
事
件
」
と
重

慶
国
民
政
府
（
加
藤
公
一
）

第
二
部
経
済
・
社
会
政
策

第
一
章
戦
時
の
工
業
政
策
と
工
業
発
展

（
久
保
亨
）

重
慶
国
民
政
府
の
貿
易
統
制
政
策

（
鄭
会
欣
）

重
慶
国
民
政
府
期
の
民
間
航
空
ー

援
蒋
ル
ー
ト
に
関
す
る
一
考
察

（
萩
原
充
）

糧
食
・
兵
士
の
戦
時
徴
発
と
農
村

第
二
章

第
六
章

第
五
章

第
四
章

田

中

仁

の
社
会
変
容
ー
四
川
省
の
事
例
を

中
心
に
（
笹
川
裕
史
）

西
北
地
区
に
お
け
る
戦
時
農
業
建

設
ー
甘
粛
省
で
の
水
利
灌
漑
事
業

と
土
地
政
策
を
中
心
に
（
山
本
真
）

第
三
部
文
化
・
教
育
・
民
衆

第
一
章
戦
時
言
論
政
策
と
内
外
情
勢
（
中

村
元
哉
）

第
二
章
重
慶
国
民
政
府
の
教
科
書
政
策
ー

と
く
に
審
定
制
と
戦
時
教
育
課
程

を
め
ぐ
っ
て
（
高
田
幸
男
）

第
三
章
昆
明
に
お
け
る
抗
戦
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
（
水
羽
信
男
）

第
四
章
国
民
精
神
総
動
員
体
制
下
に
お
け

る
国
民
月
会
（
姫
田
光
義
）

第
五
章
戦
時
華
僑
政
策
と
帰
国
華
僑
問
題

（
菊
池
一
隆
）

重
慶
国
民
政
府
史
研
究
文
献
目
録
（
天
野
祐
子
）

（
以
下
、
た
と
え
ば
「
第
一
部
第
一
章
」
は

「
一
①
」
と
記
す
）

一
九
三
七
年
七
月
の
慮
溝
橋
に
お
け
る
現
地
部

隊
の
衝
突
は
、
翌
月
の
上
海
戦
を
経
て
日
中
全
面

戦
争
と
な
っ
た
。
国
民
党
と
国
民
政
府
は
中
国
共

産
党
（
以
下
、
「
中
共
」
）
と
の
合
作
を
決
断
し
て
挙

第
五
章
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国
体
制
を
実
現
し
た
（
一
④
）
。
三
八
年
「
全
国
の

諸
勢
力
を
結
集
し
全
国
の
思
慮
と
識
見
を
集
中
し

て
国
策
の
決
定
と
推
進
を
容
易
な
ら
し
め
る
」
（
抗

戦
建
国
綱
領
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
民
参
政
会

が
創
設
さ
れ
（
一
③
）
、
ま
た
翌
年
初
め
に
は
党
・

政
・
軍
を
統
一
的
に
指
揮
す
る
最
高
政
策
決
定
機

構
た
る
国
防
最
高
委
員
会
が
発
足
す
る
（
一
①
）
。

経
済
面
で
は
、
沿
海
地
域
か
ら
の
工
場
移
転
と
内

陸
部
に
お
け
る
工
業
化
の
推
進
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
（
二
①
）
、
統
制
経
済
化
と
貿
易
統
制
が
実
施

さ
れ
た
（
二
②
）
。
こ
の
ほ
か
本
書
所
収
の
「
行
政

三
聯
制
」
の
実
施
（
一
②
）
、
糧
食
・
兵
士
の
徴
発

（
二
④
）
、
戦
時
言
論
統
制
（
三
①
）
、
国
民
精
神
総

動
員
運
動
（
三
④
｝
、
「
国
民
外
交
工
作
」
（
一
⑥
）
、

民
間
航
空
（
二
③
）
、
農
業
建
設
（
二
⑤
）
、
教
科
書

政
策
（
三
②
）
、
華
僑
政
策
（
三
⑤
）
な
ど
に
関
す
る

諸
論
考
に
よ
っ
て
、
我
々
は
戦
時
下
の
重
慶
国
民

政
府
が
構
築
し
よ
う
と
し
た
総
力
戦
体
制
の
全
体

像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
重
慶
国
民
政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
総
力
戦
体
制
は
ど
の
よ
う
な
特
質
と
射
程
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
は
、
（
一
）
訓
政

国
家
体
制
、
（
二
）
中
国
社
会
の
近
代
化
と
そ
の
特

質
、
（
三
）
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
国
際
環
境
、
の

そ
も
そ
も
国
民
党
の
一
党
支
配
体
制
で
あ
る
一

九
二
八
年
以
来
の
「
訓
政
」
は
「
憲
政
」
実
施
ま

で
の
過
渡
的
な
支
配
体
制
と
し
て
正
当
性
を
主
張

し
て
い
た
が
、
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て

総
力
戦
体
制
の
構
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の

「
訓
政
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
整
序
さ
れ
た
党
・

政
・
軍
関
係
は
、
重
慶
国
民
政
府
を
め
ぐ
る
政
治

過
程
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

劉
維
開
は
、
国
防
最
高
委
員
会
の
設
置
目
的
と

そ
れ
が
実
際
に
果
た
し
た
役
割
と
の
間
に
、
あ
る

種
の
乖
離
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
う
え
で
次

の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
国
防
最
高
委
員
会
の
設

置
目
的
は
、
戦
時
体
制
を
樹
立
し
党
・
政
・
軍
の

指
揮
を
統
一
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
理
論
上
、
国

防
最
高
委
員
会
は
広
範
か
つ
強
力
な
権
力
を
備
え

て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
活
動
は
決
し

て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち

国
家
の
前
途
に
関
連
す
る
軍
事
と
政
治
の
大
計
は
、

必
ず
し
も
同
委
員
会
の
常
務
会
議
に
お
い
て
最
終

決
定
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
予
算

訓
政
国
家
体
制
に
つ
い
て

一
点
に
留
意
し
た
い
。

を
審
査
し
法
案
を
制
定
し
て
、
党
・
政
・
軍
各
方

面
の
意
見
調
整
を
図
る
機
構
に
な
っ
て
い
た
。
こ

う
な
っ
た
理
由
は
、
(
-
)
党
中
央
執
行
委
員
会
が

設
置
し
た
機
構
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
二
）
蒋
介
石
自

身
が
国
防
最
高
委
員
会
の
活
動
に
関
心
を
払
わ
な

か
っ
た
こ
と
、
（
三
）
国
防
最
高
委
員
会
が
中
央
政

治
委
員
会
の
職
権
を
代
行
し
そ
の
事
務
を
継
承
し

た
組
織
で
あ
り
中
央
常
務
委
員
会
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
（
一
①
）
。

「
訓
政
」
シ
ス
テ
ム
が
重
慶
国
民
政
府
時
期
の

政
治
過
程
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

一
九
三
九

1
四
二
年
に
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
官

製
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
た
る
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
、

会
長
が
国
防
最
高
委
員
会
委
員
長
の
兼
任
、
副
会

長
が
行
政
院
院
長
の
兼
任
、
そ
し
て
党
中
央
秘
書

長
、
国
防
最
高
委
員
会
秘
書
長
、
お
よ
び
組
織

部
・
社
会
部
・
宜
伝
部
・
経
済
部
・
教
育
部
・
政

治
部
各
部
長
と
新
生
活
運
動
総
会
総
幹
事
を
成
員

と
す
る
総
動
員
会
を
頂
点
と
し
、
地
方
レ
ベ
ル

（
省
・
市
）
か
ら
県
レ
ベ
ル
に
下
部
組
織
を
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る

(
-
―
一
④
）
。
同
時
に
、
甘
粛
省
に
お
け
る
自
作
農
創

設
政
策
が
孫
文
「
耕
者
有
其
田
」
の
実
現
を
め
ざ

す
理
念
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
は
（
二
⑤
）
、
「
訓
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「
総
論
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
中
全
面
戦

争
期
に
お
け
る
不
識
字
者
が
日
本

0
•
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
対
し
て
中
国
の
そ
れ
が
九

0
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
、
兵
士
の
教
育

水
準
の
際
立
っ
た
差
異
が
両
軍
の
戦
闘
力
の
大
き

な
格
差
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
社
会
の
近

代
化
の
到
達
水
準
と
そ
の
特
質
は
、
重
慶
国
民
政

府
が
構
築
し
た
総
力
戦
体
制
の
質
を
規
定
し
た
の

で
あ
る
。

笹
川
裕
史
は
、
近
代
中
国
社
会
の
特
色
に
関
す

る
村
松
祐
次
・
足
立
啓
二
の
理
解
を
共
有
し
つ
つ

「
粗
放
な
末
端
行
政
、
組
織
性
の
低
い
社
会
」
と

捉
え
た
う
え
で
、
総
力
戦
遂
行
に
あ
た
っ
て
不
可

欠
な
糧
食
と
兵
士
の
徴
発
が
農
村
社
会
の
矛
盾
を

拡
大
し
て
い
く
様
相
を
以
下
の
よ
う
に
論
述
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
田
賦
（
土
地
税
）
の
実
物

徴
収
と
糧
食
の
強
制
的
買
上
げ
（
借
上
げ
）
は
、
行

中
国
社
会
の
近
代
化
と
そ
の

特
質
に
つ
い
て

政
」
シ
ス
テ
ム
が
、
権
力
奪
取
後
の
国
民
党
が
孫

文
「
国
民
政
府
建
国
大
綱
」
を
実
体
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

政
側
の
土
地
把
握
が
実
態
か
ら
遊
離
し
て
い
た
た

め
に
負
担
の
公
平
性
を
確
保
で
き
ず
、
同
時
に
下

級
職
員
の
汚
職
や
不
正
が
頻
発
し
た
。
（
二
）
兵
士

の
徴
発
は
違
法
な
拉
致
の
蔓
延
を
ま
ね
き
、
さ
ら

に
そ
の
こ
と
は
地
域
間
交
易
の
停
滞
、
糧
食
価

格
・
一
般
物
価
の
不
規
則
な
高
騰
を
も
た
ら
し
た
。

（
三
）
こ
う
し
て
重
慶
国
民
政
府
下
の
農
村
社
会
で

は
地
域
間
対
立
の
激
化
や
全
般
的
な
治
安
の
悪
化

が
顕
在
化
し
社
会
秩
序
の
崩
壊
に
瀕
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（
二
④
）
。

近
代
中
国
社
会
の
特
質
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

権
力
の
特
質
を
め
ぐ
る
も
う
ひ
と
つ
の
論
点
は
、

「
省
権
力
の
非
均
一
性
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
山
本
真
論
文
は
、
具
体
的
論
述
の
前
提
と
し

て
「
戦
時
の
西
北
地
区
に
は
、
映
甘
寧
地
区
に
拠

る
中
国
共
産
党
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
連
の
強
い
影

響
下
に
新
謄
省
に
お
い
て
自
立
性
を
維
持
す
る
盛

世
オ
政
権
、
地
元
ム
ス
リ
ム
勢
力
を
代
表
す
る
馬

鴻
逹
・
馬
歩
芳
の
寧
夏
省
、
青
海
省
政
府
が
存
在

し
た
。
一
方
、
甘
粛
で
は
一
九
二

0
年
代
末
以
降

在
地
軍
事
勢
力
の
力
が
比
較
的
弱
ま
り
、
蘭
州
の

省
政
府
レ
ベ
ル
で
は
中
央
化
が
一
定
程
度
進
展
を

見
せ
て
お
り
、
重
慶
政
府
の
西
北
で
の
前
進
基
地

た
る
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
た
」
と
概
括
し

て
い
る
（
二
⑤
）
。
こ
う
し
た
状
況
は
二

0
年
代
に

国
民
党
が
国
家
権
力
を
奪
取
す
る
過
程
で
旧
勢
力

た
る
「
軍
閥
」
を
自
ら
の
権
力
内
部
に
吸
収
し
て

い
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
本

が
実
証
し
た
よ
う
に
甘
粛
省
に
お
け
る
農
業
建
設

が
見
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
た
の
は
（
二
⑤
）
、
同
省

権
力
の
「
中
央
化
」
（
中
央
政
府
に
よ
る
実
効
支
配

の
実
現
）
の
進
展
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
一
方
今
井
駿
は
西
康
省
に
お
け
る
劉
文
輝
権

カ
の
中
央
政
府
に
対
す
る
自
立
性
の
実
態
を
解
明

し
て
い
る
が
（
一
⑤
）
、
水
羽
信
男
が
論
じ
て
い
る

昆
明
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
知
識
人
の
政
治
的
活
性

化
も
ま
た
（
三
③
）
、
雲
南
省
に
お
け
る
劉
雲
権
力

の
自
立
性
の
存
在
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ

る。
日
中
戦
争
期
の
国
民
政
府
に
つ
い
て
、
石
島
紀

之
は
、
第
一
期
~
一
九
―
―
一
七
年
七
月
の
七
七
事
変

（
慮
溝
橋
事
件
）
か
ら
三
八
年
一

0
月
武
漢
陥
落
ま

で
、
第
二
期
は
戦
争
が
対
峙
段
階
に
入
っ
た
三
八

年
一

0
月
か
ら
四
一
年
―
二
月
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
国
際

環
境
に
つ
い
て
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戦
争
勃
発
ま
で
、
第
三
期
旦
口
中
戦
争
が
世
界
大

戦
の
一
部
と
な
っ
た
四
一
年
―
二
月
か
ら
四
三
年

―
一
月
の
カ
イ
ロ
会
談
ま
で
、
第
四
期
~
「
カ
イ

ロ
宣
言
」
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
後
の

展
望
が
み
と
お
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
四
三
年
―
―

月
か
ら
四
五
年
八
月
の
日
本
降
伏
ま
で
、
と
し
て

い
る
（
総
論
）
。

土
田
哲
夫
論
文
（
一
⑥
）
は
第
一
期
か
ら
第
二
期

の
時
期
に
お
い
て
国
民
政
府
が
行
な
っ
た
「
国
民

外
交
工
作
」
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
外
交
過

程
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
（
一
）
「
日
本

の
侵
略
に
加
担
し
な
い
ア
メ
リ
カ
委
員
会
」

(
A
C
N
P
J
A
)
が
少
数
の
「
親
華
派
」
ア
メ
リ
カ
人

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
小
規
模
な
組
織
か
ら
、
少

な
か
ら
ぬ
著
名
人
も
含
む
広
範
な
人
々
の
参
加
を

得
、
軍
需
品
禁
輸
に
よ
る
対
日
制
裁
と
中
国
支
援

を
政
府
・
議
会
お
よ
び
世
論
に
訴
え
、
孤
立
主
義

の
風
潮
を
中
和
し
、
政
府
が
積
極
的
な
極
東
政
策

を
決
定
す
る
の
を
促
進
し
た
。
（
二
）
彼
ら
の
活
動

は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
日
米
通
商
条
約
撤
廃
や
対
日

経
済
制
裁
の
実
施
に
も
一
定
の
影
響
を
あ
た
え
た

と
評
価
す
る
。
ま
た
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
お
け

る
中
米
同
盟
下
の
軍
事
分
掌
を
め
ぐ
る
角
逐
を

「
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
事
件
」
を
素
材
と
し
て
考
察

す
る
加
藤
公
一
論
文
（
一
⑦
）
は
、
中
国
の
最
高
権

力
者
と
し
て
の
蒋
介
石
の
政
治
決
断
を
独
立
国
家

の
指
導
者
と
し
て
の
主
体
性
と
国
内
政
治
に
お
け

る
凝
集
力
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
再
評
価
し
て

い
る
。戦

時
言
論
政
策
を
内
外
情
勢
と
の
関
連
で
考
察

し
た
中
村
元
哉
論
文
（
三
①
）
は
、
国
内
世
論
を
無

視
し
て
戦
時
言
論
統
制
が
強
化
さ
れ
つ
づ
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
上
海
・
香
港
か
ら
新
聞
社
・
雑
誌

社
・
通
信
社
が
移
転
し
た
結
果
、
抗
戦
後
期
の
言

論
界
は
復
調
の
兆
し
を
み
せ
は
じ
め
て
い
た
こ
と

を
ふ
ま
え
て
、
（
一
）
抗
戦
末
期
（
第
四
期
）
の
国
内

世
論
の
自
由
化
要
求
が
、
一
部
で
あ
る
と
は
い
え

憲
政
実
施
共
進
会
を
通
じ
て
政
権
内
部
に
伝
わ
り
、

戦
時
言
論
統
制
の
緩
和
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

（
二
）
こ
の
統
制
緩
和
政
策
は
一
九
四

0
年
代
の
自

由
主
義
を
基
調
と
す
る
世
界
情
勢
の
な
か
で
展
開

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
国
民

政
府
の
規
定
路
線
で
も
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

市
民
的
自
由
と
自
由
貿
易
主
義
を
基
調
と
し
て
具

体
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
連
合
国
の
戦
後
構
想
を
自

ら
の
統
治
理
念
と
し
て
内
実
化
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
た
国
民
政
府
は
、
「
憲
政
」
実
施
と
い
う

「
訓
政
」
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
身
に
組
み
込
ま
れ
た

ロ
ジ
ッ
ク
に
沿
っ
て
政
策
化
が
図
ら
れ
て
い
っ
た

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

*

＊

*

 

一
九
四
五
年
夏
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
第
二

次
世
界
大
戦
は
終
結
し
た
。
連
合
国
の
主
要
メ
ン

バ
ー
と
し
て
対
日
抗
戦
を
堅
持
し
勝
利
を
獲
得
し

た
中
国
国
民
政
府
と
そ
の
総
力
戦
体
制
に
対
し
て
、

基
本
的
に
肯
定
的
な
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば

姫
田
光
義
論
文
が
、
運
動
自
体
に
「
大
き
な
欠
陥

と
限
界
性
」
を
も
ち
つ
つ
も
、
国
民
精
神
総
動
員

運
動
は
「
国
民
も
し
く
は
国
民
意
識
の
形
成
と
い

う
中
華
民
国
成
立
以
来
の
い
ず
れ
の
指
導
者
に
も

課
せ
ら
れ
て
い
た
国
民
国
家
確
立
の
た
め
の
初
歩

的
で
は
あ
る
が
決
定
的
に
重
要
な
任
務
を
一
定
程

度
前
進
さ
せ
た
」
（
三
④
）
と
し
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。と

は
い
え
、
評
者
は
、
重
慶
国
民
政
府
統
治
下

に
お
け
る
総
力
戦
体
制
下
の
中
国
社
会
ー
農
村
と

都
市
ー
が
新
た
な
特
質
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
と

す
る
以
下
の
評
価
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
笹

川
裕
史
は
、
総
力
戦
遂
行
を
目
的
と
す
る
糧
食
と

兵
士
の
徴
発
に
起
因
す
る
社
会
秩
序
崩
壊
の
危
機

に
直
面
し
た
地
域
社
会
に
お
い
て
、
民
意
機
関
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（
省
・
県
参
議
会
、
郷
鎮
代
表
会
、
保
民
大
会
）
を

場
と
す
る
戦
時
負
担
の
適
正
な
配
分
を
求
め
る
動

き
を
摘
出
し
、
そ
こ
に
著
者
は
「
非
団
体
的
社

会
」
に
一
定
の
公
的
規
範
と
社
会
的
凝
集
力
を
見

い
だ
し
て
い
る
（
二
④
）
。
ま
た
水
羽
信
男
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
触
発
さ
れ
た
抗
戦
期
昆
明
に
お

け
る
リ
ベ
ラ
ル
の
政
治
的
活
性
化
が
知
性
と
理
性

へ
の
全
面
的
信
頼
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
は
自
由
な
討

論
の
場
と
し
て
の
「
公
共
的
政
治
空
間
」
が
創
出

さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
（
三
③
）
。

本
書
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
重
慶
国
民
政
府
史

像
は
、
中
国
近
現
代
史
あ
る
い
は
中
国
二

0
世
紀

史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
通
時
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
の
三
つ

の
論
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
久
保

亨
が
「
む
し
ろ
重
要
だ
っ
た
の
は
、
国
家
主
導
の

下
、
内
陸
部
に
お
い
て
重
化
学
工
業
化
を
推
し
進

め
る
と
い
う
経
済
発
展
戦
略
に
対
す
る
確
信
も
し

く
は
過
信
が
、
こ
の
重
慶
国
民
政
府
期
の
体
験
を

通
じ
て
中
国
の
政
策
当
局
者
や
広
範
な
知
識
人
た

ち
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
」
（
二
①
）
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
重
慶
期
の
経
済
発
展
戦
略
と
人
民
共
和

国
成
立
後
の
そ
れ
と
の
関
連
性
を
確
認
し
た
も
の

で
あ
る
。
第
二
に
、
中
村
元
哉
が
抗
戦
期
言
論
政

策
に
関
わ
る
自
ら
の
論
述
を
「
現
代
中
国
お
よ
ぴ

現
代
台
湾
の
民
主
化
過
程
を
振
り
返
る
際
に
一
九

四
七
年
に
実
施
さ
れ
た
憲
政
が
歴
史
的
に
重
要
な

意
義
を
有
す
る
と
す
る
立
場
」
か
ら
そ
の
前
史
と

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
（
三
①
）
、
「
革
命
」
要

因
に
親
和
的
な
歴
史
像
の
見
直
し
を
企
図
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
鄭
会
欣

論
文
が
、
重
慶
国
民
政
府
が
推
進
し
た
戦
時
統
制

経
済
政
策
が
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
弊
害
を
も
た
ら

し
た
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
当
時
国
民
政
府
が

•••••••• 

置
か
れ
た
実
態
を
ふ
ま
え
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を

••• 
排
し
た
総
括
的
評
価
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
（
二
②
）
。
周
知
の
よ
う
に
、
抗
戦
期
重
慶
地
区

に
お
け
る
こ
の
「
深
刻
な
弊
害
」
か
ら
抽
出
さ
れ

た
「
四
大
家
族
」
が
「
官
僚
資
本
」
と
し
て
中
国

革
命
の
打
倒
対
象
の
一
っ
と
さ
れ
、
そ
れ
が
人
民

共
和
国
の
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
要
石
と

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
同
時

期
の
中
共
の
実
態
解
明
は
中
国
近
現
代
史
の
な
か

に
重
慶
国
民
政
府
を
し
か
る
べ
く
位
置
づ
け
る
た

め
に
必
要
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

日
中
全
面
戦
争
期
の
中
共
に
つ
い
て
、
井
上
久

士
は
以
下
の
よ
う
に
概
括
す
る
。
中
共
は
蒋
介
石

指
揮
下
の
国
民
革
命
軍
の
一
部
と
な
り
、
合
法
化

を
獲
得
し
な
が
ら
も
「
独
立
自
主
の
遊
撃
戦
争
」

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
国
の
一
大
勢
力
に

な
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
中
共
は
事
実
上
の
独
自

軍
隊
と
支
配
地
区
を
維
持
し
た
だ
け
で
は
な
く
飛

躍
的
に
拡
大
し
た
。
映
甘
寧
地
区
だ
け
で
な
く
華

北
各
地
の
抗
日
根
拠
地
や
華
中
の
遊
撃
区
を
形
成

し
た
中
共
に
と
っ
て
、
一
九
四
一
年
初
め
の
院
南

事
変
を
契
機
と
す
る
中
央
政
府
か
ら
の
軍
費
支
給

打
ち
き
り
も
致
命
傷
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の

「
割
拠
」
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
ら

は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
影
響
力
と
動
員
力
も
獲
得

し
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
④
）
。

こ
の
ほ
か
本
書
所
収
論
文
か
ら
看
取
し
う
る
中

共
要
因
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

「
省
権
力
の
非
均
一
性
」
と
概
括
し
う
る
当
時
の

中
国
政
治
の
枠
組
み
を
背
景
と
し
て
、
今
井
駿
論

文
は
西
康
省
に
お
け
る
劉
文
輝
件
局
の
実
態
を
考

察
し
つ
つ
、
中
共
が
そ
れ
を
「
地
方
実
力
派
」
と

位
置
づ
け
統
一
戦
線
の
対
象
と
し
て
自
ら
の
政
治

展
望
を
構
想
し
て
い
た
と
し
て
い
る
（
一
⑤
）
。
第

ニ
に
、
こ
の
時
期
の
中
共
は
国
民
参
政
会
に
参
政
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員
の
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
同
時
に
『
新
華
日
報
」

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
政

運
動
に
直
接
参
与
す
る
と
と
も
に
国
内
の
世
論
形

成
の
一
端
を
担
い
う
る
存
在
で
あ
っ
た
（
一
③
、

―
―
―
①
)
。
第
一
一
一
に
「
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
事
件
」
を

め
ぐ
る
中
米
関
係
に
お
い
て
、
中
共
の
存
在
は
ア

メ
リ
カ
の
対
重
慶
政
策
が
具
体
化
さ
れ
る
う
え
で

の
重
大
な
規
定
要
因
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

蒋
介
石
の
政
治
決
断
を
方
向
づ
け
る
も
の
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
（
一
⑦
）
。

中
国
近
現
代
史
に
お
い
て
重
慶
国
民
政
府
が
果

た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
う
え
で
、
日
中
戦
争
が

中
国
と
日
本
植
民
地
帝
国
と
の
戦
争
で
あ
っ
た
と

い
う
視
角
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

戦
時
華
僑
政
策
と
帰
国
華
僑
問
題
を
扱
う
菊
池
一

隆
論
文
が
、
日
本
・
朝
鮮
・
台
湾
か
ら
の
帰
国
問

題
、
日
本
軍
の
占
領
地
域
と
な
っ
て
い
く
東
南
ア

ジ
ア
の
動
向
な
ら
び
に
世
界
各
地
に
お
け
る
華
僑

排
斥
状
況
を
整
理
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
関
連

づ
け
な
が
ら
内
外
政
策
と
そ
の
実
態
を
論
及
し
て

い
る
こ
と
は
（
三
⑤
）
、
私
た
ち
が
重
慶
国
民
政
府

の
役
割
を
考
察
す
る
た
め
の
空
間
的
広
が
り
と
構

造
を
提
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

本
書
は
、
重
慶
国
民
政
府
が
構
築
し
た
総
力
戦

＊
 

（
た
な
か

ひ
と
し
）

体
制
の
全
体
像
と
そ
の
統
治
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
近
現
代
史
に
お

け
る
抗
日
戦
争
期
の
「
歴
史
的
意
味
」
を
総
括
す

る
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
す
る
の

か
を
掘
り
さ
げ
て
検
討
し
う
る
地
点
に
ま
で
我
々

を
導
き
え
た
点
で
貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
し
た
い
。

（
束
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0
四
年
―
二
月
刊
、

九
0
0
0
円）

編
集
委
員
会

投
稿
へ
の
お
誘
い
！

『
歴
史
評
論
」
は
、
福
集
委
員
会
の
立
て

た
企
画
に
基
づ
く
依
頼
原
稿
と
、
皆
様
か
ら

の
投
稿
論
文
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

投
稿
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

枚

数

二

0
0
字
一

0
0
枚
以
内
（
図
・
表

含
む
）
。

原
稿
縦
書
き
・
完
全
原
稿
と
し
、
コ
ピ
ー

を
一
部
添
ス
て
下
さ
い
。

・
図
表
は
三
枚
以
内
厳
守
、
鮮
明
な
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
審
査
の
迅
速
化
の
た
め
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
目
次
を
記
し
た
別
紙
一
枚
を

添
え
て
下
さ
い
。

・
手
書
き
原
稿
本
文
・
注
と
も
一
マ
ス
一

字
、
楷
書
で
、
鉛
筆
書
き
は
不
可
と
し
ま
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

B
5
一
枚
一
一
六
字
・
ニ

二
行
。
原
則
と
し
て
デ
ー
タ
は
テ
キ
ス
ト

形
式
で
(
「
-
太
郎
」
「
ワ
ー
ド
」
「
エ
ク
セ

ル
」
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
形
式

の
ま
ま
で
結
構
で
す
）
。
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に

プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
を
添
え
て
下
さ
い
。

審
査
編
集
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
三

カ
月
以
内
に
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う

努
力
致
し
ま
す
。
な
お
、
他
誌
へ
の
二
重
投

稿
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
転
載
は
掲
載
後
一
年

間
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

原
稿
送
り
先
歴
史
科
学
協
議
会
事
務
所

「
歴
史
評
論
」
編
集
委
員
会
宛
、
投
稿
で
あ

る
旨
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

『
歴
史
評
論
」

107 


	20200629103236_ページ_1_2R
	20200629103236_ページ_1_1L
	20200629103236_ページ_2_2R
	20200629103236_ページ_2_1L
	20200629103236_ページ_3_2R
	20200629103236_ページ_3_1L

